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は術中の気道確保及び換気方法である.過去にも自作の

気管チュ-ブを周いて麻酔管理 した報告は幾つかみられ

るが,藤癖が気管分岐部直上の場合は両姉娘幾を行なう

ためには,チュ--ブ先端からカフまでの距離及びカブの

長さが短 くなければならない.

ブであるデ でフW71ソサ--琵雑を使用 し 良好な結果を得

たので考察を含めて報告する.

6)術中,周期性碍徐脈 が認 め られた頻脈患者
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術前に頻脈が指摘 きれた患者の全身麻酔を行ったとこ

ち,著明な徐脈が周期性払出貌するという現象を経験 L

た殿で報告 した.

患者はi9歳の女性.術前診査で 且20程度の頻脈を認め

たが,甲状腺鶴能や心機能闘 ま明らかな問題は認められ

なかった,麻酔は ミダブラムで導入,ペダロ二やムで筋

弛緩を得た後経鼻挿管を行い,笑気,エソフル レJで線

種 Lた&麻酔導入時から術中にかけて,32程度の徐脈が

賓然発生, しばらく持続 した緩急をこ頻脈となり予 これあ

またある程度持続するという現象が計 嶺回認められた平

この現象の発生周期は壕3秒から五分25秒であった,婆た

こうした現象は硫酸ア トロピソの投与で認められなくなっ

た亀これど)の現象は迷走神経系と中枢神経活動の影響が

あると思われた事

71LO帆,(十症 牒粧し')麻酔経験

鯛 - ㊥多賀駄 目周忌憎 壷諸 賢第二)

芋扇田 檀 (新潟大学麻酔科)

鳥海 騒 ぐ農鼠 若 菓 病 院)

Lowe症侯群は,非常に稀な適伝性疾患である｡白

内障.緑内障∴ 封隻左知能陣書,腎尿細管機能陣告によ

る代謝性アシ 卜､-シス,蛋白尿,糖尿,全般性ア ミノ酸

尿, くる病,筋緊張低下など多彩な臨床症状を望する.

したがって麻酔管理上の問題点 も多いが,糖をこ,代謝

性アシ p-シスや血中の電解質バランスに注意 した輸液

管鳳 筋弛緩薬の投与の適否,脱水や発熱 骨軟化症に

対する配慮などが還要である.

今回我々は,本症候群患者における停留牽丸手術に対

する麻酔を経験 したので,若干の文献的考察を加え報告

する.

89董症熱傷患者の麻酔経験
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85%に及ぶ全身濃症熱傷患者の,計名画にわたる早期

壊死組織除去観 植皮補職麻酔を経験 した,手術は急性

期離脱後の受額等∵日日から行われた. この時期における

患者管理上の問題点,および,橡皮術その屯のにおける

問題点転考慮した上で麻酔管理を行い,願事手術麻酔を

おこなうことができた.

しか し,術中のモニタWや体温管理,感染予防などの

薫でなお検討を要する部分 鮎指摘され,今後の課腰とし

たい血早期手術の意義は多 くの薫で認められており,広

範園に及ぶ熱傷患者の場合でも可能であり,かつ有用で

あることが認められてきている,今回の経験を生かL,

脅後転横線約をこ麻酔管理を行ってゆくための療考にLたい.

鋸 術中冠動脈 スパ ズムの 1倒

木問 信任 ･木 卜 秀則
遠山 誠 ･博旧 定平(纂蒜幣鰯 院)

鮪恥 虚血性心疾患は香淀的とされながら姿街中に冠

動脈 スパズムを発症 Lた症例を経験したや症例は63歳の

男性で,高塩私 境界塾糖尿病の既往を持つ,胸痛発揮

あるも狭心症は否窪的たされていた,結腸癌にて Miles

の手術が行われた∴ サイプ ミラ-ル, ブ｡こ/タこ-ル,

ベタuニウムにて麻酔噂A Lや笑気,酸素,イソフル レ

ソの吸入に 1% メピバカインによる硬膜外麻酔を併用 し

維持 した.手術終了 直 前 蜜 で , 循 環 動 態 は安定 していた

が,心電図上冠動脈 スパ 諾■ム が 認 められた.これは自然

緩解 したが,手術終了直後, 再 びスパズムが再発 し,ニ

I'_∴:ヒン 10mg点鼻段 上 二､/JL-T:,I-i:LJ､10mg静

注により速やかをこ緩解 した.

鮪後事心筋梗塞-の移行 もなく退院 した.

W)腰痛性疾患 に対す る持続 硬 膜 外 ブ ロ ック治

療 と運動神経伝導速度

相田 純久 (新潟大学麻酔科)

腰痛性疾患を持つ31例の患者において,症状の盛疫度

と運動神経伝導速度との相関,およびそれらに対する拷


